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広
報
紙
「
社
福
の
だ
」
は
、
野
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
法
人
化
さ
れ
、「
福
祉
元
年
」
と
も
呼
ば
れ
た
昭

和
48
年
に
発
刊
さ
れ
、
今
号
で
100
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　

100
号
を
記
念
し
、
創
刊
号
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返

り
ま
す
。

　

福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
続
け
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
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刊 

100 

号
を
迎
え
る

　義務化に伴い、目に見
える事業として、平成12
年1月から「チャイルド
シート貸出事業」が開始
されました。
　現在でも多くの市民の
方から好評をいただいて
います。

　平成13年12月に創立
50周年を記念し、社会福
祉大会、講演会を開催し
ました。
　ファミリー・サポート・
センター、みずき学童保
育所の運営を受託しまし
た。

　平成15年6月、野田市
と関宿町の合併に伴い、
関宿町社会福祉協議会と
合併しました。
　関宿３地区を含めた市
内22か所全域に地区社協
の設置が完了しました。

　改正介護保険法が施行
され、予防を重視した事
業が介護保険のサービス
メニューに加わりました。
　インフォーマルなサー
ビスとして、地区社協の
サロン活動が注目されて
います。

　39年前の1月に、広
報紙「社福のだ」が発
刊され、同年12月28
日に野田市社会福祉協
議会が法人化されまし
た。
　老人医療費の無料化
や健康保険法の改正が
行われました。
　オイルショックの影
響で、スーパーには紙
製品を求める人で行列
ができました。

　消費税が3%から5%に
アップした平成9年。
　ボランティアセンター
運営委員会を設置し、セ
ンターの機能強化を図り
ました。
　また、上花輪地区社会
福祉協議会が市内第1号
の地区社協として設立さ
れました。

　昭和63年7月に
市の委託を受け、
ねたきりの高齢者
の方に対する「入
浴サービス事業」
を開始しました。
　現在は、介護保
険指定事業者とし
て、2台の入浴車
でサービス提供を
しています。

時代と歩む“社福のだ”
平成11年11月
第60号

昭和63年8月
第27号

平成9年6月
第53号

昭和48年1月
第1号

平成14年2月
第67号

平成15年７月
第72号

平成18年8月
第81号


